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　皆さん、こんにちは。ロイヤルホスト株式会

社の佐々木でございます。よろしくお願いいた

します。

　現在、外食は、先ほどからのお話のとおり、

大変、厳しい状況になっております。弊社は外

食のほか、ホテルや機内食も手掛けております

が、本日はコロナ禍による外食産業の影響と対

応について、ご説明させていただきます。

　本日は、３つのことについてお話をさせてい

ただきます。一つ目は新型コロナウイルスによ

る変化、二つ目はポストコロナの方向性、そし

て、三つ目はポストコロナにおける今後のロイ

ヤルホストの戦略と施策についてです。

　図１は、日本、中国、欧米それぞれにおいて、

新型コロナウイルスが長期化するのか早期収束

するのかにより、どのようなシナリオになるの

かを整理したものです。中国は、ある程度早く

収束し、日本と欧米は少し時間がかかるのでは

ないかと考えられていますので、上から３番目

のシナリオについて、お話をさせていただきま

す。
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　これは、外需依存シナリオと名づけており、

日本は欧米とともに経済危機が深刻化し、輸出

産業を中心に経済が停滞、内需依存ですが、長

期化のために旅行や飲み会などの選択サービス

消費が先細り、海外の消費回復頼みという内容

です。このような中では、資金をどのように確

保していくか、成長の見込みのあるところを見

極め、事業をどのように正常化していくのか、

そして、コロナの中で事業を時代に合わせてど

のように変化させていくのかを考える必要があ

ります。パラダイムシフトに関しては、若年層

という大きな市場よりも、確実に市場が見込め

る中高年をターゲットとすべきで自社の製品、

自社の価値が、お客様にどのように響いている

のか、さらに響かせるにはどのようにすればよ

いのかを考えることが重要になります。

　これまでは、商品自体がよければよかったの

ですが、外食でいえば、デリバリーやテイクア

ウト、レストランの料理を家庭でどのように楽

しんでいただくかなど、さまざまなシステムを

新しくしていくことも必要となっています。決

済についても、キャッシュレスが進んでいます

からサブスクリプションについても検討しなけ

ればならないと考えています。

　図３では生活者の変化について、新しい価値

として６項目を示しています。①安全・安定、

②節約志向、そして、③本質追求、たとえば、

Zoom で会議を実施しますと、そのよいところ

もありましたが、やはりリアルできちんと話す

必要があることも分かります。効率性も重視さ

れるようになりますと、これまでのように簡単

に出張し、ビジネスホテルに泊まることが少な

くなるかもしれませんね。

　そして、ハローデイさんのお話をお聞きして

いてもそうですが、④家の中を充実させ、⑤家

族志向になっていることが分かります。家族み

んなで楽しく調理をして、みんなで食べるテレ

ビコマーシャルをよく見ますが、このような流

れはしばらく続くのではないでしょうか。さら

に、このような状況では⑥公共性、社会貢献意

図２
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識が強まると思います。エシカル消費や SDGs

も進んでいくことと思います。外食では、テイ

クアウトやデリバリーが増えていきます。また、

フードロスについての意識も変わってくること

と思います。

　次に、働き方の変化です。私どもは都心にも

店がありますので、働き方の変化の影響を強く

受けています。どちらかというと、山手線の内

側の店舗は非常に苦戦しています。リモート

ワークが多くなっていることや都心はやはり感

染の危険が多いということで、夜遅くになると

人はいません。働き方の変化に合わせて、私ど

もの商売の仕方も変わってくるのかと思います。

　ワークライフバランス志向が強くなり、コロ

ナ禍にあり、自分がどのような働き方をすべき

かを考えるきっかけになっているのではと思い

ます。大企業などでは、先進的な事業や取り組

みをしています。マスクがないときでも社員に

２箱ずつ配ったりリモートワークを進め、パソ

コンを提供し家で仕事ができるようにネット

ワーク環境を整えるための費用を企業が負担す

ることを進めています。

　このようなことを機会に、日本の生産性は向

上していくのではないでしょうか。

　トレンドについてまとめますと、図5の左側

は新型コロナウイルスによって生じた事象で

す。中央は、先ほどもお話しました価値観の変

化、右側は生活者の行動変化を表しています。

　図６では、消費の変化について食を中心にし

て見てみます。外食市場は縮小、中食や内食へ

移行すると考えられます。そうなりますと、１

食あたりの支出は当然、下がります。普段は自

宅での食事が多くなり、外食が「ハレ」と申し

ますか、ぜいたくなものになっていきます。ぜ

いたくなもの、もしくは、普段と異なることを

体験する場に外食が変わらないと、お客様にお

越しいただくことが難しくなるのかと考えてい

ます。

　では、二つ目のテーマであるポストコロナの

方向性に話を移します。パンデミックに対抗す

図３
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図５

図４
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図６

るために、免疫力を高める栄養素、腸内の善玉

菌を増やす乳酸菌が豊富な食品、高タンパク食

品、食物繊維が豊富な食品、ビタミンやミネラ

ルが豊富な食品が重要になっています。

　また、Plant-based food（植物由来性食品）、

いわゆるビヨンドミートなど、日本は35％自給

率しかありませんから、大豆由来のたんぱく質

の重要性もみなさんもご理解いただけるのでは

ないかと思います。フードロス意識も拡大して

いくでしょう。

　今後の拠点のあり方についてですが、私ども

には都心にも郊外にも店舗があります。昨年ぐ

らいまで、郊外を少しずつ縮小し、都心に店舗

を集中させたらよいのでは…という話もあった

のですが、このようにリモートで仕事をし、ジョ

ブ型という仕事の仕方になってまいりますと、

わざわざ電車で毎日、出勤する必要がなくなり

ます。リモートワークで書斎ではなくても、仕

事部屋を持とうと思えば、都心から少し離れた

ところから週に２回ぐらい出勤すればよいとい

うことになれば、暮らしも変わると思います。

そうしたときに、現在の店舗の立地はどうすれ

ばよいのかという問題提起があります。郊外や

地方への回帰がこれから生じるのではないかと

思います。

　家の中で充実した過ごし方をするために、生

活の周りのインテリアや DIY の需要が高まり

ますが、食べ物で言いますと、時間が有効に使

えるようになり、料理に興味をもつ方が増えて

きているようです。これをサポートするような

食品の提供、フードキットなども今後の可能性

として考えられます。

　最後のテーマであるコロナにおける今後のロ

イヤルホストの戦略と施策について、お話させ

ていただきます。まず、ロイヤルホストの平均

月商についてですが、この８年間で20％ほど上

がってきていました。１月はよかったのですが、

２月から減少し、４月は前年の45％まで落ち、
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６月に80％にまで戻り、ほっとしたのもつかの

間、また、感染者が増えましたので、７月は最

終的に86％、８月は81％でした。９月は九州で

は90％近くまできていますが、今後も100に戻

ることは難しいと思いますので、収益構造を変

えていくことが必要になってくると思います。

　図７には今後の戦略と施策について記してい

ます。最も重要なことは、感染防止対策を含め

た安心のブランドであることをお客様に認知い

ただくこと、SDGs にしっかりと取り組んでい

く、外食がぜいたくなものになりますので、ぜ

いたくにあったお店のしつらえにする、という

ことだと思っています。

　ＱＳＣＡとは、Quality、Service、Cleanliness、

Atmosphere のことですが、商品の品質、サー

ビス、お店が清潔なこと、雰囲気がいいこと、

をいいますが、このレベルを上げていくことで

す。

　また、時代に対応した取り組みとして、テイ

クアウト、デリバリーを進めていき、アプリな

どの活用、もしくは No-touch で注文できるよ

うな IT 化や構造改革も進めていかなければな

らないと思います。

　カテゴリーを超えた売り上げの創造について

ですが、左側が外食、中央が中食、右側が内食

です。スーパーさんがおかず、中食に力を入れ

ていったりすると思いますし、中食のところが

最近は材料を売ったりということをしていま

す。私たちレストランも、テイクアウトという

ことになりますと、中食の市場を狙っていくと

いうことになります。ロイヤルデリという冷凍

のミールを売っていますが、これによって収益

を上げていく。つまり、食を通じてボーダーレ

ス化、それぞれのカテゴリーの中で、それぞれ

のカテゴリーを生かした新しい食文化を、さま

ざまなシーンでお客さまに提供していくことが

重要になるのかなと思います。

　ロイヤルホストでは、家族で、みんなで外食、

図７
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図９

図８
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レストラン時間を家で楽しもうというコンセプ

トのホールミール商品を進めていますし、シズ

ラーでも家でサラダバーを楽しもうということ

に取り組んでいます。サラダとパンのセット、

3000円くらいのコースが１日50個売れていま

す。やはり、なかなか家でサラダを刻んで、お

総菜を作ってというのはできませんので、こう

いったことも、これから増えるだろうと思って

います。

　図９は、ガーデンカフェという、私どもの専

門性の高いものですが、上の写真の料理をお皿

に盛りつけると下になります。先ほど申し上げ

ましたように、私たちレストランが中食に入っ

ていくとすると、なにしろレストランの豊かな

時間を、どのようにご家庭で味わっていただけ

るかということがポイントになるかと思います。

　最後にまとめでございます。地域の「食とホ

スピタリティ」のインフラとなる。創業者は福

岡で創業しました50年前からずっと、地域にな

くてはならないお店づくりをしてまいりまし

た。来年、創業50年になりますが、やはり今の

時代に合った食とホスピタリティ、要は、なく

ては困るものにしていかなければいけないとい

うことです。

　そのような中で、きちんと時代に対応してい

くことと、やはり「コト」体験価値を向上して

いく。レストランに行こう、楽しもうと思って

くださるお客様に、それに見合ったものをお店

はきちんと提供していかなければいけません。

　また、新たな付加価値の提案では、今までレ

ストランに行かないと楽しめなかったようなこ

とが、家で、時間と場所の制約を受けずに便利

さ、豊かさ、楽しさを感じることができるよう

な商品を作っていくことがあると思います。

　結論としましては、パラダイムシフトにしな

やかに対応し、粗利高を最大化していく中で、

新しい価値をお客さまに提供していく。こう

いった経済のサイクルの価値をつくっていくこ

図10
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とが大事だと思いますし、このコロナで時間と

場所から解放されている中で、レストランビジ

ネスを新しいかたちで根付かせていけるかとい

うことが大事だと考えています。

　従いまして、私どもの創業からの考えですけ

れども、その地域になくてはならない、このコ

ロナ禍の中でも、食とホスピタリティのインフ

ラに、どう一店舗一店舗がその地域で、これか

らなっていくのかということが重要だと思いま

す。ご清聴ありがとうございました。

コロナ禍による外食産業の影響と対応

2020.9.11
ロイヤルホスト株式会社

佐々木 徳久

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルススにによよるる変変化化

市場の変化・消費者の変化・働き方の変化・まとめ

２２．．ポポスストトココロロナナのの方方向向性性

カテゴリーを超えた売上の創造・ＳＤＧｓとの関連・立地戦略の在り方・イエナカ消費

３．ポポスストトココロロナナ 今今後後ののロロイイヤヤルルホホスストトのの戦戦略略・・施施策策

戦略、施策・ＨＳＴ社の取り組みと数値目標

ＩＮＤＥＸ

2

１１．．

3

３３．．パパララダダイイムムシシフフトトににししななややかかにに対対応応すするる。。 「「時時間間・・場場所所」」かかららのの解解放放、、新新ししいい選選択択肢肢 ①生活者の変化

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大に伴い生じた非連続的な対応を背景にして、

生活者に新たな価値観が生じる。ポポスストト COVID-19においては従前と異なる生活行動が定着化する。

外出自粛等の制約下でイエナカ消費が活発化する等、従来とは異なる行動の変化が既に顕在化
している。

第2波の到来等、COVID-19影響の長期化が見込まれる中で、

価価値値観観・・行行動動のの変変化化はは一一時時的的ななももののにに留留ままららずず、、生生活活者者のの中中でで定定着着ししてていいくく可可能能性性がが高高いい。。

COVID-19に伴い新たに生じた潮流

健康・予防意識の向上や経済的不安の増長、生活自由度の低下、社会連帯意識の強化とい
ったCOVID-19 に伴い生じた新新たたなな価価値値観観ををももたたららししてていいるる。

①安全・安定志向： 健康・予防を意識した行動をとる、プライベートでの拠り所を希求

②節約志向： 不況の長期化を見据え、支出を切り詰める

③本質追求志向： 目的の達成のために、より効率的な手段を選択する

④イエナカ充実志向： 在宅生活の多様化と、そのための積極的な消費行動

⑤家族志向： 家族のことを第一に考えた時間の使い方、消費行動をとる

⑥社会協調志向： 公共/社会貢献意識に即して行動する（エシカル消費）＝SDGｓ
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②生活者の変化

衣・食・住・遊とそれを支えるインフラの各領域において、消費者の価値観変容とともに

新新たたなな質質的的変変化化ののトトレレンンドドがが発発生生すするる。。

衣： ●ビジネスウェアの変化、●購買行動のOMO化※

食食：： ●●テテイイククアアウウトト・・デデリリババリリーー食食文文化化のの発発展展、、●● フフーードドロロスス意意識識のの拡拡大大

住： ●居住地 / 住居への意識変化、●インテリア / DIY需要の増加

遊： ●在宅アクティビティ・コンテンツ需要の増加、●非三密・アウトドア活動比率の上昇

インフラ： ●非接触 / キャッシュレス決済への移行、●自宅ネットインフラ強化

※Online Merges (with) Offline オンラインとオフラインの融合

③働き方の変化

新たな価値観を背景とした人々の労働への意識変化が、企業・行政の体制・環境変革を促し、
結果として日本全体の労働生産性引き上げに貢献する。

⇒⇒非非常常事事態態のの中中でで新新たたにに生生じじたた価価値値観観にに基基づづきき、、自自ららにに最最適適なな働働きき方方（（キキャャリリアア））をを志志向向すするる

働き方の変化のトレンドが発生

【【職職業業選選択択・・キキャャリリアア観観】】
●大企業/公務員人気の再燃、 ●ワークライフバランス志向の強化、
●社会 貢献・公共意識の強化

【【勤勤務務形形態態】】

●リモートワーク/フレックスタイムの定着、

●価値起点の行動選択（過度な出張・接待回避）

【【組組織織制制度度】】

●パフォーマンス・ベースの評価の徹底、●業務プロセスの簡素化

【【イインンフフララ】】 ●利便性強化⇒オンラインツール利用加速化、●セキュリティ意識の強化

斯様な労働者の意識変化を背景に、企業は各社員に最適化した労働環境の提供、
行政は各企業の柔軟な対応を可能にする仕組み・制度作りを通じて効率性を上げ、
従来同様の企業・経済活動の継続を志向する。

先先進進的的なな企企業業のの取取りり組組みみ ⇒⇒ 日日本本全全体体をを巻巻きき込込むむ新新潮潮流流ととななるる

Post COVID-19は、非連続的な事象の発現がもたらす価値観の変化が、
生活者の行動変化に影響する。

生活者の変化の全体像

安全・安定志向

節約志向

本質追求志向

イエナカ充実志向

家族志向

社会協調志向

1

2

3

4

5

6

価値観の変化

> 非連続的な事象に伴う
新たな価値観の形成と
消費者セグメントへの影響

生活者の行動変化

外出制限・自粛

COVID-19 生じた事象

経済の世界的停滞

リモートワーク

社会的格差の
顕在化

・
・
・

消費行動の変化（衣・食・住・遊）

働き方の変化
・
・
・

A

トレンドまとめ①

COVID-19の影響下、総じて消費は減退傾向
新たに生じた価値観の変化を背景とした消費、質的変化が生じる。

消費の量的変化

>

>

高単価だが、三密を伴うエンタメ
やテーマパークは打撃大

ゲームや動画配信などのコンテ
ンツ市場は増加

> 必需品以外の支出削減が進む
ほか、外出の頻度も減る結果、
全体として市場が縮小

>
>
外外食食市市場場はは縮縮小小しし…
そそのの分分がが中中食食やや内内食食にに移移行行すす
るるもも、、1食食ああたたりりのの支支出出はは減減少少すす
るるたためめ、、全全体体ととししてて市市場場がが縮縮小小

> 在宅時間増で、インテリアや 電
化製品等の小口支出は増加

> 不況に伴う不動産販売不振や
オフィス賃料の下落

衣
に関する領域

食
に関する領域

住
に関する領域

遊
に関する領域

消費の質的変化

> 衣料品の選択にあたっては、家で過ごす時間に
適した機能性・快適性がより重視される

> EC利用率が更に上がり、リアル店舗の役割が
変化する

> 普普段段はは自自宅宅ででのの飲飲食食をを好好みみ、、消消費費者者はは中中食食・・
内内食食をを気気分分にに応応じじたた多多様様性性をを求求めめるる傾傾向向

> 外外食食ははハハレレのの日日ななどど特特別別ななシシーーンンででのの利利用用ととなな
るるゆゆええ、、中中食食・・内内食食ににははなないい付付加加価価値値をを希希求求

> 従来の都心偏重の物件需要が分散し、郊外の
広い物件や在宅勤務等を想定した間取りの需
要が高まる等、ニーズが多様化

> 街中や活気のある場所から、混雑がなく開放的
な場所へ人々が向かう

> 外で誰かと会うよりも、ネットを活用して家で楽し
むアクティビティが好まれる

消費自体は減退傾向 質的変化が生じる

Impact：大

Impact：中

Impact：小～中

Impact：中

トレンドまとめ②

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルススにによよるる変変化化

市場の変化・消費者の変化・働き方の変化・まとめ

２２．．ポポスストトココロロナナのの方方向向性性

カテゴリーを超えた売上の創造・ＳＤＧｓとの関連・立地戦略の在り方・イエナカ消費

３．ポポスストトココロロナナ 今今後後ののロロイイヤヤルルホホスストトのの戦戦略略・・施施策策

戦略、施策・ＨＳＴ社の取り組みと数値目標

ＩＮＤＥＸ

11

今後の方向性① 健康志向

12

世界的な感染拡大が輸出入にも影響を及ぼす中で、リスク最小化の大前提として

食品ロスの削減がトレンドとなる。

⇒フードロス意識の拡大

感感染染拡拡大大にに伴伴いい、、各各国国でで農農作作物物のの輸輸出出制制限限
のの動動ききがが広広ががるるななどど、、輸輸入入依依存存リリススクク顕顕在在化化

> 世界最大の小麦輸出国のロシアの小麦輸出
の制限

> 世界最大の米輸出国のインド、同3位の ベト
ナムの米輸出の制限 等

デマや不確実な情報に流されず、冷静な消費行動をとりたい 93.9%
トイレットペーパーやマスクなど、消耗品を大事に使いたい 90.7%
自分さえよければいいという消費行動はとりたくない 89.9%
食品のムダをなくし、なるべく廃棄がないようにしたい 88.1%
食品や日用品の自給率（国内で生産する割合）を高めるべき 85.9%
外国人に頼らなくても、国内経済が回るように考えるべき 85.4%
いざという時の備えとして食品や日用品の備蓄を行っておきたい 83.4%
社会や環境のことまで考えた消費行動を日ごろから考えたい 81.5%

2016 2017 2018

65%
73%

フフーードドロロススのの認認知知度度はは年年々々上上昇昇傾傾向向ににああるる

> フードロス問題を「知っている」「ある程度 知
っている」と答えた人の割合

75%

足足許許のの消消費費者者のの意意識識変変化化ととししててもも、、輸輸入入にに頼頼るる危危機機感感やや、、
食食品品ののムムダダをを抑抑ええるるママイインンドドはは広広ががっってていいるる

> 新型コロナウイルスに伴う生活の様々な変化の中で、
消費行動について質問した各項目に対して、「非常にそう
思う」「まあそう思う」と答えた割合（上位抜粋）

消費者庁「消費者の意識に関する調査」、第一生命研究所「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査」 ※Plant based food 植物性の食・料理

⇒自給率を高めるべきという意識もあるものの、実現には 時間を要す

結結果果 ロロススをを減減ららすすママイインンドドがが 定定着着すするる

背景として生じている事象 消費者心理への影響

今後の方向性② フードロス意識の拡大 ⇒ SDGｓ推進
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ｻｻｽｽﾃﾃｨｨﾅﾅﾋﾋﾞ゙ﾘﾘﾃﾃｨｨ対対策策へへのの意意識識 PBF※※のの重重要要性性



― 35 ―

「コロナ禍による外食産業の影響と対応」

●在宅勤務が促進されれば、職住近接傾向から郊外への居住地シフト

●仕事スペースの確保を前提とした間取りを実現する郊外へのシフト

⇒郊外拠点を失って良いのか？ 都心部 拠点の売上は戻るのか？

リクルート住まいカンパニー「テレワーク×住まいの意識・実態」調査（2019年11月実施）

住まいへの意識変化（引っ越し・増改築）
在宅勤務時の環境 在宅勤務促進後の住まいのイメージ

間取り
選び

街選び

仕事スペース確保に関するニーズが上位

> 自宅環境整備で実施したい内容として、仕事
スペースの構築が上位1~4位を占める

在宅勤務促進により職住分離も選択肢に入る

> 引っ越す街選びでは、交通や日用品への利
便性に加え、「物価が安い」や「住居費が安
い」など生活費に関わる点も重視

> 在宅勤務促進時には、57％が「通勤時間が
長くなっても引っ越しを検討」と回答

10%

47%

十分な仕事スペースを確保しにくく、
引っ越しを検討する割合が過半数

> 在宅勤務時の執務状況として、書斎
などの個室に籠れている人は少数派

> 家族も在宅勤務している際も、別部
屋を確保できていない場合が多い

> テレワークをきっかけとした引っ越し
実施/検討/希望者は53%

引っ越し実施

15%

未検討だが引っ越し希望

引っ越ししない

テレワーク 27% 引っ越し検討中

実施者

32%
25% 28%

23%
18% 19%

13%

仕事道具の収納スペース
独立した仕事用部屋
部屋の一角に仕事スペース
来客用の部屋
仕事用机・椅子の設置
モニタ・プロジェクタ等設置
ネット環境整備

今後の方向性③ 今後の拠点のありかた

郊外・地方への回帰 立地は？

自宅滞在時間の増加により、機能性寝具やオフィスワーク用品などの 需要が増加。

一部では、DIYで家具を自作する需要も存在する。

⇒⇒DDIIYY需需要要のの増増加加 自自宅宅時時間間のの有有効効活活用用 料料理理にに興興味味もも・・・・

自宅滞在時間の増加

外出自粛
宣言解除後も
外出を控え、
在宅時間増加

WFH定着

51%の人がWFH 
を平時でも継続
活用意向で、
在宅時間増加

インテリア購入の増加 DIY需要の増加

イエナカを充実させるインテリア
（家具・家電）の需要が堅調

> ニトリは機能性寝具、オフィス
ワーク用机・いす、家電、キッチ
ン用品等の売れ行きが好調

> 結果、3月度は前年同月比で
10.9%増を記録

家庭でできるDIY（日曜大工）の
道具の人気が上昇中

> ホームセンターでは、DIYの道具
やDIY材料の売れ行きが堅調
（詳細次頁）

> 自宅時間の有効活用と、インテ
リアニーズの双方を充足

今後の方向性④ 充実した家での過ごし方

家庭内調理の増加 イエナカを充実させる調理機器、キット食材の活用が増える。
テイクアウト・デリバリー・キット食材・家庭調理等 ⇒⇒ 新新ししいいホホーームムミミーールルのの楽楽ししみみ方方がが生生ままれれるる

１１．．新新型型ココロロナナウウイイルルススにによよるる変変化化

市場の変化・消費者の変化・働き方の変化・まとめ

２２．．ポポスストトココロロナナのの方方向向性性

カテゴリーを超えた売上の創造・ＳＤＧｓとの関連・立地戦略の在り方・イエナカ消費

３．ポポスストトココロロナナ 今今後後ののロロイイヤヤルルホホスストトのの戦戦略略・・施施策策

戦略、施策・ＨＳＴ社の取り組みと数値目標

ＩＮＤＥＸ

コロナウイルスの影響

17

ロイヤルホスト 売上動向

平均月商の推移

2020年 前年⽐の推移

ポポスストト COVID-19 今今後後ののＨＨＳＳＴＴのの戦戦略略・・施施策策

ＱＱＳＳＣＣＡＡ
ススタタンンダダーードド

今今後後のの方方向向性性

①「“Ｎｅｗ Ｎｏｒｍａｌ”施策＋発信力」⇒安心のブランドとして顧客認知を上げる

②ＳＤＧｓに取り組む 「エシカル消費」⇒フードロス、サスティナブルＰＢＦへの取り組み
③中食・内食にはない食のエンターテーメントを実現⇒外食はより贅沢なものになる
④“ホームミール市場”へ⇒レストランレベルの品質・楽しさ・ホスピタリティを提供

⇒ 新時代にあった「ホームミールの食文化」を高めることに寄与する。
⑤生産性向上⇒顧客価値、従業員満足起点の行動選択（出張・会議の見直し）
⑥立地戦略の見直し ⇒ 賃料交渉継続・郊外立地の再評価？
⑦⑦ポストコロナ、営業時間の見直し 9-24 ⇒ 7-23

①“Ｎｅｗ Ｎｏｒｍａｌ”に沿った 新時代の改装を推進
②全店 ＲＢＣ（ロイヤルビバレッジカウンター）へ
③フードロスの取り組み推進 ⇒ 雑損・ドギーバック
④店舗責任者の自主性を高め、成果を上げる仕組みへ ⇒ 売上・利益創造
⑤ＱＳＣＡスタンダードレベルを上げる ⇒ 贅沢な食事を提供する。

時時代代対対応応
新新たたなな取取りり組組みみ

構構造造改改革革

①テイクアウト・デリバリー・ホームミールキット（ﾛｲﾔﾙﾃﾞﾘ含） ＯＭＯ推進
②アプリの活用 Ｎｏ-ｔｏｕｃｈ注文・ﾃｲｸｱｳﾄｼｽﾃﾑ導入 推進
③フードロス撲滅、多様性・サスティナブルＰＢＦの導入
④成長ホルモン未使用ビーフ 「ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝﾋﾞｰﾌ」検討スタート
⑤SDGｓの取り組み＋発信力により 「エシカル消費」を意識した施策推進

①店舗への人的資源の投入 ⇒ 競争力強化
②関節人員の削減 推進
③選択と集中 ⇒ ホスト業態に資源を集中投下
④事業運営スキーム、固定費をゼロベースで見直す
⑤賃料下げの交渉継続 拠点と営業で進める。 1) 一食一人当たり平均消費額 [円]

●外食/  中食：テイクアウト・デリバリーへの参入

●外食/  内食：のロイヤルデリ・ミールキットの販売の可能性

⇒⇒テテイイククアアウウトト・・キキッットト食食材材・・デデリリババリリーーにによよるる「「ホホーームムミミーールル食食文文化化のの発発展展」」

日本フードサービス協会、日本惣菜白書

価
格
帯

1)

低

25,800：市場規模
[十億円; 2018]

：CAGR  
[2015~2018]

1,500

高

2,500

500

2,000

1,000

中食
+2.3%

内食
-0.6%

外食
+0.5%

レレスストトラランン

惣菜専門店

フファァーースストトフフーードド

レレスストトラランン
（（テテイイククアアウウトト・・宅宅配配））

ベーカリー

フファァーースストトフフーードド
（（テテイイククアアウウトト・・宅宅配配））

持ち帰り弁当

宅配専門店
（ピザ・寿司等）

百貨店惣菜・弁当

スーパー惣菜・弁当

コンビニ弁当・パン

スーパー宅配

スーパー食品

10,300 35,3002）

中食文化の拡大・競争激化

感感染染防防止止・・三三密密回回避避
来来客客数数減減がが続続きき、、カカテテゴゴリリーー

をを超超ええたた売売上上獲獲得得

Uber eatsやや出出前前館館にに加加ええ、、
日日本本交交通通もも宅宅配配をを行行うう等等、、
イインンフフララもも拡拡大大傾傾向向

今後の方向性① カテゴリーを超えた売上の創造 ⇒ボーダレス化

ロロイイヤヤルルデデリリのの拡拡販販
ププレレミミアアムム食食材材のの販販売売
ミミーールルキキッットトのの販販売売

カテゴリー

20

ホームミール食文化

21

5月16⽇〜 『 シズラーat home 』シリーズの販売

ホームミール食文化
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佐々木　徳　久

ハレの日や豊かな時間を自宅で楽しむ

ワインオードブル ¥3,240 フルコースディナー ¥10,800

22＜盛り付けイメージ＞＜盛り付けイメージ＞

ホームミール食文化

23

地域の「食＆ホスピタリティ」のインフラとなる 「創業からの地域になくてはならないお店作り」

QSCAスタンダードの実現（顧客体験価値）
Q=ｸｫﾘﾃｨ、S＝サービス、C＝クレンリネス、A＝アトモスフェア

時代対応
ブランドアップデイト 「コト」体験価値向上

新たな付加価値の提案
（便利さ 豊さ 楽しさ）
（時間・場所からの解放）

SDGs EX CX DX⇒豊かさ・異⽇常
〇サスティナブルな取組み発信
〇ビーガン・ノンアルコール・ノンポーク
〇環境対応

〇定期的な改装・改修
〇顧客体験価値
〇従業員経験価値

〇新素材、プレミアム素材
〇ライブ感・シズル感・豊かさ
〇DX・IT・FT化 ホームミール

地域の「食＆ホスピタリティ インフラ」＝地域になくてはならないお店

パラダイムシフトにしなやかに対応＝粗利高の最大化⇒新たな価値創造原資
ライフスタイルソリューション、生きがい、楽しみ 「時間と場所」からの解放 商品×情報×新たなサービスの掛け算

基本価値

付加価値


